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緊急事態宣言発出後も感染拡大が
続き、期間が延長されています。
組合の取り組みや会議は慎重に開
催の可否を検討しますので、事前
に支部にお問い合わせください。

　

私
の
誕
生
日
は
９
月
11
日
。

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
20
年
が
経
過

し
た
事
件
と
比
べ
る
の
は
お
か

し
い
で
す
が
、
10
年
後
の
３
月

11
日
に
は
日
本
で
大
災
害
が
起

き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
丸
10
年
。
ど
ち
ら
も
人
災
と

い
え
る
の
で
は
？
▼
地
震
や
津

波
は
天
災
で
す
が
福
島
原
発
事

故
の
被
害
は
明
ら
か
に
人
災
。

徹
底
し
た
管
理
と
事
後
処
理
が

き
ち
ん
と
し
て
い
た
ら
少
な
か

ら
ず
被
害
を
減
ら
せ
た
だ
ろ
う

▼
先
月
の
13
日
に
宮
城
・
福
島

で
震
度
６
強
の
地
震
が
あ
っ

た
。
大
き
な
揺
れ
に
改
め
て
備

え
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
防
災
・
減
災
に

役
立
つ
情
報
を
少
し
。
備
蓄
品

で
良
い
の
は
缶
詰
。
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
法
で
食
品
や
日
用

品
を
循
環
「
①
使
う
・
食
べ
る

②
買
い
足
す
③
備
え
る
」
▼
も

し
首
都
直
下
型
地
震
が
起
き
た

場
合
、
61
万
棟
が
全
壊
・
消
失

し
、
２
万
３
千
人
が
死
亡
す
る

と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
も
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
で
す
ね

▼
私
は
職
人
に
な
っ
て
36
年
に

な
り
ま
す
。
会
社
に
入
っ
て
半

年
過
ぎ
た
頃
ク
ビ
に
な
り
か
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
、

社
長
の
同
級
生
だ
っ
た
先
輩
が

「
巧
遅
だ
か
ら
あ
と
半
年
使
っ

て
み
て
は
」
と
助
け
て
く
れ
た

事
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

そ
の
先
輩
の
息
子
が
小
金
井
市

議
選
に
挑
戦
し
ま
す
。
市
外
在

住
の
私
に
投
票
権
は
あ
り
ま
せ

ん
が
ぜ
ひ
応
援
し
た
い
。
小
金

井
市
議
選
の
投
票
日
は
３
月
21

日
。
小
金
井
在
住
の
仲
間
は
棄

権
せ
ず
に
投
票
を
！

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
大
変
な
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
建
設
現
場
で
の
ク

ラ
ス
タ
ー
や
施
主
と
の
関
係
で

工
事
の
一
時
中
断
や
延
期
な
ど

も
あ
り
、
収
入
が
激
減
し
た
仲

間
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
大
変
な
状
況
は
ま

だ
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
で
も
、
年
に
１

度
の
確
定
申
告
は
き
ち
ん
と
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今

回
の
確
定
申
告
で
は
、
所
得
控

除
の
制
度
見
直
し
な
ど
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
や
自

治
体
の
持
続
化
給
付
金
や
支
援

金
な
ど
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

な
お
申
告
書
提
出
時
の
密
を
避

け
る
た
め
４
月
15
日
ま
で
申
告

期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
役
員
選
挙
告
示

１
、
役
員
定
数

	

役
員
定
数
は
３
月
８
日
の
第
６
９
１
回
支
部
執
行
委
員
会
で
以
下
の
と
お
り

確
認
し
ま
し
た
。

	

①
執
行
委
員
長
１
人（
非
専
従
・
現
行
通
り
）
／
②
副
執
行
委
員
長
３
人（
非

専
従
・
現
行
通
り
）
／
③
書
記
長
１
人（
非
専
従
・
現
行
通
り
）
／
④
書
記

次
長
３
人（
専
従
・
現
行
通
り
）
／
⑤
常
任
中
央
執
行
委
員
９
人（
非
専
従
・

現
行
通
り
）⑥
執
行
委
員
９
人（
非
専
従
・
現
行
通
り
）
／
⑦
会
計
監
査
２
人

（
非
専
従
・
現
行
通
り
）

２
、
立
候
補
受
付

①
受
付
期
間
：
２
０
２
１
年
３
月
８
日
㈪
～
３
月
30
日
㈫
午
後
７
時

②
受
付
会
場
：
東
京
土
建
小
金
井
国
分
寺
支
部
会
館（
２
階
・
事
務
所
）

③
受
付
方
法
：
立
候
補
は
１
人
１
役
職
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
定
め
た
立
候

補
届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
の
う
え
選
挙
管
理
委
員
会
に

届
け
出
ま
す
。
立
候
補
す
る
役
職
の
変
更
は
受
付
期
間
中
と
し
ま
す
。

３
、
選
挙

	

役
員
選
挙
は
役
職
ご
と
に
第
53
回
定
期
大
会
で
行
な
い
、
選
挙
の
時
間
は
選

挙
管
理
委
員
会
が
大
会
運
営
委
員
会
と
協
議
し
て
定
め
ま
す
。

４
、
選
挙
人

	

選
挙
人
は
資
格
審
査
を
経
た
第
53
回
定
期
大
会
を
構
成
す
る
代
議
員
で
す
。

但
し
、
投
票
時
間
中
に
出
席
し
て
い
な
い
選
挙
人
は
投
票
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

２
０
２
１
年
度
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
小
金
井
国
分
寺
支
部
役
員
選
挙
に

つ
い
て
以
下
の
と
お
り
告
示
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
３
月
８
日

選
挙
管
理
委
員
長　

永
井
　
建
雄

一
人
親
方
労
災
や
労
働
保
険

（
現
場
労
災
・
事
務
所
労
災
・

雇
用
保
険
）
の
有
効
期
限
は
４

月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
事

務
所
（
東
京
土
建
小
金
井
国
分

寺
支
部
労
働
保
険
事
務
組
合
）

に
労
働
保
険
の
事
務
委
託
を
さ

れ
て
い
る
一
人
親
方
や
事
業
所

の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
、
年
度
更

新
手
続
き
を
お
取
り
い
た
だ
く

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
度
の
途
中
で
事
務
委
託
を
さ

れ
た
皆
さ
ん
も
年
度
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。
組
合
で
は
以

下
の
日
程
で
、
一
人
親
方
労
災

と
事
業
所
労
災
等
の
年
度
更
新

手
続
き
を
行
な
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
皆
さ
ん
に
は
個
別
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
手
続
き
を
お
取
り
下
さ
い
。

【
一
人
親
方
労
災
・
年
度
更
新

日
程
】
日
時
：
３
月
22
日
㈪
～

３
月
26
日
㈮
10
時
～
15
時
／
会

場
：
組
合
事
務
所
／
用
意
す
る

も
の
：
保
険
料
と
事
務
費

【
事
業
所
労
災
等
・
年
度
更
新

日
程
】
日
時
：
４
月
19
日
㈪
～

４
月
23
日
㈮
午
前
の
部
10
時
～

12
時
・
午
後
の
部
13
時
30
分
～

15
時
／
会
場
：
組
合
事
務
所
／

用
意
す
る
も
の
：
保
険
料
と
事

務
費
・
ゴ
ム
印
・
代
表
者
印
・

個
人
印

※
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
事

前
に
予
約
を
入
れ
て
下
さ
い
。

第
一
種
特
別
加
入
（
事
業
主

特
別
加
入
）
と
第
二
種
特
別
加

入
（
一
人
親
方
労
災
）
の
年
度

更
新
を
行
な
わ
な
い
方
は
、
３

月
26
日
ま
で
に
組
合
事
務
所
で

特
別
加
入
の
脱
退
手
続
き
を
取

っ
て
下
さ
い
。
４
月
以
降
に
特

別
加
入
の
脱
退
手
続
き
を
行
な

っ
た
場
合
は
、
加
入
月
数
に
応

じ
た
労
働
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

充
分
に
ご
注
意
下
さ
い
。

ま
た
、労
働
保
険
と
は
別
に
、

総
合
賠
償
責
任
保
険
（
請
負
賠

償
責
任
保
険
）
や
労
働
災
害
総

合
保
険
（
上
乗
せ
保
険
）
な
ど

の
法
定
外
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
売
り
上
げ
に
応
じ
た

保
険
料
を
計
算
し
ま
す
の
で
、

直
近
の
売
り
上
げ
が
わ
か
る
書

類
（
法
人
決
算
書
や
収
支
内
訳

書
、確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下
さ
い
。

な
お
、
労
働
保
険
・
法
定
外

保
険
と
も
新
規
加
入
の
受
け
付

け
を
随
時
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
加
入
希
望
者
は
組
合
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
を
下
さ
い
。

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
！
労
働
保
険
の
年
度
更
新

大変な中でもキチンと確定申告をしよう大変な中でもキチンと確定申告をしよう！！
コロナの影響で申告期限は４月１５日まで延長コロナの影響で申告期限は４月１５日まで延長
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２
月
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
回
答　
①
シ
ー
ト
の
左
側
の
広
さ　

②
水
槽
の
中
の
人
が

背
負
う
ボ
ン
ベ
の
数　

③
中
央
・
上
の
巨
大
魚
の
目　

④
右
か
ら
２
番
目
の
子
が
持
つ
容
器

⑤
シ
ー
ト
の
右
の
靴
の
そ
ろ
え
方　

⑥
右
端
の
人
の
ネ
ク
タ
イ　

⑦
右
端
の
岩
の
高
さ

◇
２
月
号
の
間
違
い
さ
が
し
の
当
選
者
…
古
本
金
雄
さ
ん（
国
④
）
※
当
選
者
に
は
粗
品
を
お
送
り
し
ま
す

今
回
の
年
男
さ
ん
は
小
金
井

西
部
分
会
の
木
村
道
雄
さ
ん
。

１
９
４
９
年
は
己
丑
（
つ
ち
の

と
う
し
）
の
生
ま
れ
で
す
。
同

じ
年
に
生
ま
れ
た
著
名
人
に
、

作
家
の
村
上
春
樹
さ
ん
や
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
の
南
こ
う
せ
つ
さ

ん
、
俳
優
の
市
村
正
親
さ
ん
な

ど
が
い
ま
す
。
現
場
が
遠
く
て

お
忙
し
い
な
か
、
分
会
役
員
の

村
田
さ
ん
と
一
緒
に
お
尋
ね

し
、
近
況
や
仕
事
の
話
し
、
今

年
こ
そ
は
な
ど
の
お
話
し
を
聞

か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▼
昨
年
は
足
腰
や
腕
の
痛
み
、

歯
の
痛
み
ま
で
あ
り
、
痛
み
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
に
な

っ
て
も
コ
ロ
ナ
禍
は
お
さ
ま
ら

ず
、
や
り
た
い
こ
と
も
実
行
で

き
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
組
合
の
仲
間
や
書
記
局
の

皆
さ
ん
と
お
会
い
で
き
る
時
は
、

和
気
あ
い
あ
い
と
お
話
し
が
で

き
て
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
相
談
が
あ
っ
た
ら
す

ぐ
に
組
合
に
連
絡
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今

年
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
が
少
し
お
さ

ま
っ
て
、
楽
し
い
こ
と
が
出
来

る
と
い
い
で
す
ね
。

「
あ
し
ば
」
で
は
、
組
合
員
や

ご
家
族
で
丑
年
生
ま
れ
の
仲
間

の
声
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
丑

年
生
ま
れ
の
方
か
ら
今
年
の
抱

負
や
感
想
な
ど
が
寄
稿
さ
れ
た

ら
紙
面
で
ご
紹
介
し
て
ゆ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ま
わ
り
に
丑
年

生
ま
れ
の
方
が
い
た
ら
、
ぜ
ひ

各
分
会
の
教
育
宣
伝
部
長
か
支

部
ま
で
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

年男さん年女さんいらっしゃ～い年男さん年女さんいらっしゃ～い
今年は丑年。年男さん年女さんからの今年の抱負などが
寄稿されたら皆さんにその都度ご紹介してゆきます。

先
の
ま
っ
た
く
見
え
な
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
。
東
京
都
で
は
一
日
の
感
染

者
数
は
３
０
０
人
程
度
ま
で
下

が
っ
て
き
た
も
の
の
下
げ
止
ま

り
の
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。

感
染
の
リ
ス
ク
と
対
峙
し
な
が

ら
奮
闘
し
て
い
る
医
療
関
係

者
、
売
り
上
げ
が
激
減
し
て
い

る
う
え
に
時
短
営
業
を
強
い
ら

れ
て
い
る
飲
食
店
な
ど
、
世
の

な
か
全
体
が
大
変
な
状
況
は
続

い
て
い
ま
す
が
、
ア
ル
バ
イ
ト

で
学
費
を
払
い
生
計
を
立
て
て

い
る
学
生
、
社
員
よ
り
も
簡
単

に
解
雇
さ
れ
る
派
遣
社
員
な

ど
、
社
会
的
弱
者
の
貧
困
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
な
ど
も
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
本
当
に
困
っ
て
い

る
人
が
利
用
し
づ
ら
い
面
も
あ

り
ま
す
。

小
金
井
社
保
協
で
は
２
月
27

日
の
土
曜
日
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
・
ま
ち

か
ど
相
談
会
」
を
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
で
４
回
目
と
な
る
取
り
組
み

で
し
た
が
、
開
始
早
々
多
く
の

方
が
集
ま
り
支
援
物
資
を
持
ち

帰
り
ま
し
た
。
小
金
井
社
保
協

で
は
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を

定
期
的
に
続
け
ま
す
。
皆
さ
ん

の
少
し
の
支
援
が
困
っ
て
い
る

方
々
の
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。
物
資
を
提
供
で
き
る
方
は

組
合
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
を
く

だ
さ
い
。

新型コロナの影響で大変な思いをしている学生や派遣社員の相談が増えています

支
部
定
期
大
会
の
開
催
に
向

け
て
、地
域
の
各
分
会
で
は「
分

会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

分
会
総
会
で
は
、
分
会
役
員
の

選
出
、
分
会
活
動
の
総
括
や
決

算
報
告
、
新
年
度
の
分
会
の
運

動
方
針
や
予
算
な
ど
の
重
要
な

事
項
を
組
合
員
の
総
意
で
決
定

し
ま
す
。

各
分
会
で
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
仲
間
の
意
見
を
聞
き
、

活
発
な
分
会
活
動
に
つ
な
げ
て

ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
を
鑑
み
て
今
年

は
出
来
る
だ
け
コ
ン
パ
ク
ト
に

行
な
う
予
定
で
す
。

分
会
総
会
の
日
程
は
３
月
下

旬
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
各

分
会
に
よ
っ
て
日
程
が
違
い
ま

す
。
各
分
会
に
と
っ
て
は
重
要

な
会
議
と
な
り
ま
す
の
で
、
是

非
に
と
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
分
会
総
会
の
日
程
や
会
場

を
事
前
に
分
会
役
員
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
東
京
土
建
の
健
康
保

険
証
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
は
保

険
証
の
切
り
替
え
時
期
と
な
り

ま
す
。
各
分
会
で
は
、
３
月
下

旬
に
新
し
い
保
険
証
の
交
付
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
分
会

の
保
険
証
交
付
会
の
日
程
に
つ

い
て
も
事
前
に
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

い
ま
お
持
ち
の
健
康
保
険
証

の
有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

で
す
が
、
３
月
の
群
会
議
で
納

入
す
る
４
月
分
の
組
合
費
・
健

康
保
険
料
が
未
納
で
す
と
、
新

し
い
保
険
証
を
お
渡
し
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
３

月
の
群
会
議
に
ど
う
し
て
も
出

席
で
き
な
い
方
、
４
月
分
の
組

合
費
・
健
康
保
険
料
を
３
月
の

群
会
議
で
納
入
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
事
前
に
群
役
員
と
連
絡

を
取
り
合
う
よ
う
に
し
て
行
き

違
い
が
無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
十
分
注
意
し
て

分
会
総
会
・
保
険
証
交
付
会
を
行
な
い
ま
す

みんなのみんなの小小さなさな支援支援がが大大きなきな力力にに
小金井社保協がフードバンクを開催

行
政
私
物
化
は
許
さ
れ
な
い
！

行
政
私
物
化
は
許
さ
れ
な
い
！

　
ア
ベ
も
ス
ガ
も
同
じ
穴
の
狢（
ム
ジ
ナ
）

【
東
小
分
会
・
朝
倉
法
明
記
】

昭
恵
夫
人
の
次
は
長
男
・
正
剛
。

安
倍
晋
三
の
次
は
菅
義
偉
。
ま

た
も
行
政
私
物
化
で
予
算
委
員

会
紛
糾
。
流
れ
の
概
要
で
す
。

菅
首
相
は
総
務
大
臣
就
任
後

25
歳
の
息
子
を
大
臣
秘
書
官
に

登
用
。
そ
の
後
東
北
新
社
へ
入

社
。
東
北
新
社
が
総
務
省
幹
部

を
接
待
し
正
剛
氏
も
同
席
。
通

算
38
回
は
異
例
。
そ
の
接
待
の

狙
い
は
、
放
送
衛
星
の
使
用
料

の
値
下
げ
の
要
求
と
子
会
社

「
ス
タ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
契

約
更
新
の
要
求
が
国
会
論
戦
の

焦
点
。
こ
れ
ら
が
接
待
の
時
期

と
合
致
し
て
い
る
か
ら
不
信
感

は
当
然
だ
。
国
会
で
は
総
務
省

幹
部
が
核
心
に
は
触
れ
ず
「
記

憶
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
の
決
ま

り
文
句
で
予
算
委
員
会
の
審
議

を
済
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

正
剛
氏
の
国
会
審
議
へ
の
出
席

は
国
民
の
声
で
当
然
だ
。

思
い
出
し
ま
す
。
安
倍
首
相

が
森
友
学
園
疑
惑
で
「
妻
が
関

係
し
て
い
た
ら
国
会
議
員
を
辞

め
る
」
こ
の
発
言
を
機
に
関
連

の
公
務
員
が
捏
造
の
ス
ト
ー
リ

ー
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
自
殺

者
ま
で
出
し
た
森
友
学
園
事

件
。事

件
を
お
さ
ら
い
す
る
と
、

大
阪
府
豊
中
市
に
設
立
予
定
だ

っ
た
「
瑞
穂
の
國
記
念
小
學

院
」
設
立
に
際
し
、
異
常
な
安

値
で
国
有
地
が
払
い
下
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
省
庁
の

虚
偽
証
言
や
公
文
書
改
ざ
ん
な

ど
が
明
る
み
に
な
っ
た
。
紆
余

曲
折
の
末
、
国
と
森
友
学
園
と

の
間
で
、
地
下
に
ゴ
ミ
が
あ
っ

た
こ
と
に
し
て
、
そ
の
処
分
代

が
大
変
で
し
ょ
う
か
ら
８
億
円

値
引
き
し
ま
し
ょ
う
の
仮
想
事

件
。
最
終
的
な
売
却
額
は
１
５

０
万
円
。
同
校
は
当
初
「
安
倍

晋
三
記
念
小
学
校
」
と
命
名
さ

れ
る
案
も
あ
っ
た
。
菅
首
相
を

守
る
た
め
に
、
い
つ
か
来
た
道

を
ま
た
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
。
時
間
が
経
て
ば
世
論
も
沈

静
化
す
る
だ
ろ
う
。
ま
た
芸
能

人
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
持
ち
出

し
、
世
論
の
関
心
を
操
作
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
み
ん
な
で
注

視
し
た
い
。

︱
追
記
︱

菅
義
偉
議
員
に
東
北
新
社
か

ら
５
０
０
万
円
献
金
。
契
約
更

新
で
利
益
確
保
、
そ
の
一
部
の

５
０
０
万
円
が
還
流
し
て
い
る

シ
ナ
リ
オ
だ
。


